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本論で扱うモチェ社会とは中央アンデスの地方発展期と呼ばれる時期にあたる A.D 1 年

-A.D800 年ころにペルー北海岸に存在したとされる社会である。本論では先行研究からあ

げられたモチェⅣ期、Ⅴ期の編年の問題を中心に置き議論していく。モチェⅣ期からⅤ期

への移行を社会システムの複雑性によりもたらされたものととらえ、その要因を埋葬およ

び都市化の変化から考察していくものでる。  
分析は埋葬と建築の分析をおこなった。埋葬の分析では、埋葬を項目別に分け、表を作

成し類似した傾向を持つものにグループ分けした。分析結果として、モチェ遺跡の埋葬に

おいては大きく 2 つのグループに分けることが出来、エリートと空間が区分されているこ

とが分かった。さらにモチェⅣ期には土器、銅製品、リャマの骨を持つ埋葬が多く見られ、

これがモチェ遺跡に特徴的な組み合わせであることもわかった。しかしモチェⅤ期の遺跡

であるガリンド遺跡とは相違点が多かった。  
建築の分析は第 1 段階として建築の配置と、形態、出土遺物から建築複合の機能を考察

し、調理場、倉庫、広間が特定できたものは表にし、面積の比較を行った。第 2 段階とし

て、この建築の分析結果と埋葬の分析結果との比較を行った。分析結果から、モチェ遺跡

おいては儀礼的空間や神殿に近づくほど、建築複合全体の面積が広くなっていく傾向があ

ることがわかった。しかしモチェⅤ期の遺跡であるガリンド遺跡とは建築の空間配置に違

いが見られるようになった。エリートの住居は大規模な倉庫群と公共建造物と隣接し、エ

リートの権威を経済的な面でより強化していると考えられる。  
 モチェ遺跡においてもガリンド遺跡においても階層化された社会であることは明白であ

る。また先行研究からモチェⅣ期とⅤ期の年代の重なりが指摘され、モチェ遺跡とガリン

ド遺跡が並存していたとされているが、 2 つの遺跡は異なる点が多い。これはエリートに

よる権威の示し方の違いがモチェⅣ期の社会とⅤ期の社会の社会システムに変化をもたら

したためと考えられる。しかしモチェⅣ期からⅤ期への移行では、社会システムを構成す

るサブシステム及びサブシステムを構成する要素の数が変化することはなかった。これは

社会が複雑化したというより、サブシステムとそれを構成する要素の関係性がエリートを

媒介して複雑になったためだと考えられる。これはイデオロギーの分裂、環境変動、都市

化という複合的な要因によってもたらされた。編年に見られる問題も、この複合的な要因

によるものと考えられる。  
 モチェ社会において都市化という空間の利用方法はエリートの権威と密接な関係を持っ

ていたことが分かった。そのためモチェ社会における都市は自然発生的というより計画的

に作られた都市になっていると考えられる。  
 
 


